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（一社）横浜北工業会外国人不法就労等防止対策連絡協議会だより（47号）

時代の変化に対応するために、新たな一歩を
一般社団法人　横浜北工業会

会　長  秋　本　順　生

会員の皆様におかれましては、日頃より当会の事業
運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　　
　昨年の９月に陽性者が日に日に減少しようやく平常
を取り戻せると安堵するのも束の間、１２月には従前
のウイルスよりは症状は軽いものの感染力の強い変異
株が拡大し、２月初旬にはこれまでの１日の感染者の
ピークの約４倍の１０万人を超える状態となり、まん
延防止対策の強化がされました。
　しかし現在の変異株ウイルスは症状が軽いことや
徐々に治療薬の開発やワクチン接種の効果が実証さ
れ、先行きの不安があるものの世界的な流れは経済的
な停滞よりコロナウイルスと共存する社会を受け入れ
ていく方向になっています。
　日本ではこれまで感染対策のため、出入国に厳しい
措置を取りながら国内の感染拡大を防いできましたが、
こうした国際的な考え方に「コロナ鎖国」と揶揄され
海外企業の日本進出の減少及び留学生や外国人労働者
離れが起こっており経済や人材不足の観点からもコロ
ナとの向き合い方の節目を迎えています。
　難しい判断にはなりますが、日本も単純に感染対策
だけではなく、経済及び人材や労働力確保の面を考え
ていかなければ世界から取り残されるのかもしれない
と思います。
　また、コロナに世界が翻弄されたこの２年は、在宅
勤務、リモート会議は生活スタイルや働き方の多様性
を生み出しばかりでなく、地球的規模での環境や人権
問題などに取り組む意識を高め社会・経済が大きく変
わる契機になったと思います。

　例えば我々工業会に関係の深い自動車産業を見て
も、地球温暖化の観点から世界的に強化される排ガス
規制に対応するため、日産は内燃エンジンの開発を終
了し、電気自動車やハイブリッド車の駆動装置にシフ
トすることを発表しました。
　さらに AI を活用した自動運転や自ら考えて作動す
る家電製品など従来の単に便利なものから人間の動作
限界を考慮した夢のような製品へと進化し、部品や製
品づくりも構造的に変化していくことが目前に迫って
いることを感じます。
　このような状況下で、会員企業の声を聴きますと、
総じては将来の不安がありますが、こうした時だから
こそ企業仲間との事業に関する情報交換や開発・生産
に協力連携することが大切になると、多くの企業が感
じているように思います。
　北工業会としても、従来のセミナー開催や HP によ
る対外 PR の継続に加え、受発注機会の創出やマッチ
ングなどの事業拡大に会員各位と共に役員一同新たな
挑戦をしてまいる所存ですので、今後とも皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いいたしまして、ごあいさ
つとさせていただきます。

112
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令和3年度活動報告

１．理事会・総会（令和３年度永年従業員表彰）の開催（開催日順）

（１）令和３年度第１回理事会：以下の４議案を書面にて審議
    （書面表決：令和３年５月13日：全理事承認）

第１号議案　令和２年度事業報告
第２号議案　令和２年度一般会計及び特別会計収支決算報告
第３号議案　令和３年度事業計画
第４号議案　令和３年度一般会計収支予算

（２）第61回定例総会（令和３年５月28日）
出席会員177社（出席会員24社　委任状153社／全会員数218社：81％）
第１号議案　令和２年度事業報告及び決算報告
第２号議案　令和３年事業計画及び予算
（２議案は全出席者が承認）

（３）令和3年度永年表彰式を総会終了後開催（被表彰者10社17名）
Ⅰ．横浜市工業団体役員（４名）（敬称略：役員歴10年）

役職名 氏　名 企業名 企業所在地 北工役員暦

理事・副会長 平
たい

良
ら

重
しげ

男
お

東京プロト㈱ 港北区樽町3-1-1 10年

理事・副会長 安
やす

永
なが

平
ひら

雄
お

イチコーエンジニアリング㈱ 青葉区荏田町1231-1 10年

理　事 中
なか

島
じま

和
かず

紀
のり

㈱オウミ 都筑区東山田4-33-17 10年

理　事 村
むら

松
まつ

勇
ゆう

治
じ

㈱ジェス 緑区長津田町2966 10年

Ⅱ．横浜市優良工業従事者（１名）（敬称略：勤続20年以上かつ会長表彰受賞者）

被表彰者名 企 業 名 勤続年数 企業所在地

吉
よし

野
の

貴
たか

彦
ひこ

㈱互省製作所 26 港北区樽町3-8-1

（ 総　会　会　場 ）
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Ⅲ．令和３年度優良従業員横浜北工業会会長表彰
横浜北工業会会長表彰（12名）（順不同・敬称略：勤続年数10年以上）

被表彰者名 企業名 勤続年数 企業所在地

①　佐
さ

野
の

公
きみ

代
よ

ニッパ㈱ 16 港北区新羽1508
②　松

まつ

岡
おか

智
とも

弥
や

〃 10 〃
③　大

おお

島
しま

達
たつ

也
や

㈱シノザワ 18 港北区新吉田東3-32-13
④　石

いし

井
い

進
しん

一
いち

㈱互省製作所 32 港北区樽町3-8-1
⑤　矢

や

口
ぐち

和
かず

之
ゆき

〃 24 〃
⑥　空

く

閑
が

貴
たか

徳
のり

第一カーボン㈱ 12 都筑区池辺町3888
⑦　瀧

たき

山
やま

利
とし

明
あき

〃 11 〃
⑧　吉

よし

橋
はし

道
みち

彦
ひこ

㈱ナミックス 30 青葉区恩田町1117-1
⑨　宮

みや

田
た

　　収
おさむ

〃 20 〃
⑩　日

ひ

比
び

泰
やすなり

也 イチコーエンジニアリング㈱ 26 青葉区荏田町1231-1
⑪　村

むら

山
やま

賢
けん

一
いち

〃 17 〃
⑫　林

はやし

　　伸
のぶ

治
じ

〃 27 〃

（４）令和３年度第２回理事会：以下の４議案を書面にて審議
    （書面表決：令和３年９月９日：全理事承認）

第１号議案 新入会員２社（国際ホテル、大越産業）の承認
第２号議案 10月から12月の３イベント事業の開催の可否
 ①　ボウリング大会（30 ／ 34理事が非開催）
 ②　交流ゴルフ大会（25 ／ 34理事が非開催）
 ③　北杜市企業交流会（32 ／ 34理事が非開催）
 （３イベント事業ともに非開催と決定）

（５）令和３年度第３回理事会（令和３年12月10日：新横浜国際ホテル午後３時から）
第１号議案 令和４年新年賀詞交歓会の開催の可否（１月の開催は見送る決定）
第２号議案 就業規則の改正（全理事承認）
 ①　第３条：ハラスメント禁止規定を新設
 ②　第１０条第２項：休暇年度の始期終期を規定
 ③　同条第３項：休職者の復職時の付与休暇を規定
 ④　同条第４項：有給休暇繰り越し限度に数を規定
 ⑤　同条第５項：年休取得の事前承認を規定
 ⑥　第１１条第１項：結婚休暇の改正
 ⑦　第１１条第２項：服忌休暇の改正
 ⑧　第１５条：退職規定に休職期間を新設
 ⑨　第１７条：休職規定を新設

（ 受賞者祝辞 ） （ 受賞者の方々 ）

（ 理事会審議風景 ）



http://y-kitakogyou.jpn.org/hp/　一般社団法人横浜北工業会 5

２．ランチョンセミナー（３密対策のため参加人数によりソシア21又は北工事務局）
※ 参加者全員マスク、並列座席２人掛け、入室時検温及びアルコール消毒、マイクは発言ごとにアルコ
ール消毒、食事なし13：30開始、会費＠500円

（１）第１回：４月22日（木）「横浜市の中小企業支援策」（ソシア21）
例年年度当初に横浜市の支援策の横浜市経済局、横浜企業経営支援財団、信用保証協会から詳細
な説明をして頂いています。
説 明 者： 横浜市経済局ものづくり 支援課　瀧澤課長、佐山係長、大友係長

  金融課　齋喜担当
 横浜企業経営支援財団 加藤部長、畠山課長
 横浜信用保証協会 岡田所長、押部課長補佐

参加企業
（16社）

： 三吉工業㈱、ニッパ㈱、㈱シノザワ、グロースサポート社労士事務所
 AIG損害保険㈱、㈱オウミ、㈱スリーハイ、㈱ミカワ精機、㈱山星製作所
 ㈲美光技研、㈲日生自動車、根本溶技工、㈱遠藤製作所、日進化成㈱
 宝電気工業㈱、㈱ホープデンキ

（２）第２回：５月20日（木）「将来に備えて確定拠出年金を学ぶ」（北工業会）
講　　師： （一社）確定拠出年金アドバイザリー協会　細入代表理事
参加企業
（４社）

： 三吉工業㈱、グロースサポート社労士事務所
 ㈱オウミ、イチコーエンジニアリング㈱

従業員の意欲向上にもなるので、仕組みを理解したく参加し
ましたが有意義であった。

（３）第３回：６月17日（木）「障害のある方の自立支援を学ぶ」（北工業会）
講　　師： ㈱アンビシャスクラーク川和　秋山サービス管理責任者

 非営利活動法人ノーマライゼーションをすすめる会　古谷管理者
 横浜市精神障害者就労支援センター　村上センター長
 横浜市健康福祉局障害自立支援課　飯島担当、柏木担当、筑後担当

参加企業
（６社）

： ニッパ㈱、グロースサポート社労士事務所、相互電機㈱
 ㈱スリーハイ、きらぼし銀行 中山支店、㈱ホープデンキ

支援を受けている方の心がけている「あいさつ」「時間、ルー
ル」「感謝」の三つ行動を聞き、感銘を受けた。

（４）第３回：７月15日（木）「コロナ禍の大廃業時代を生き抜くⅠ」（北工業会）
講　　師：㈱ポールロードカンパニー　生井代表取締役
参加企業
（７社）

： ニッパ㈱、三吉工業㈱、㈱オウミ、山星製作所
 ㈲美光技研、フィリップモリス、横浜市工業会連合会

図らずも経営に行き詰まった時に備えて身を守るために、何
を優先しなければならないのかをリアルに聞ける機会は貴重
であった。

（ ５月セミナー風景 ）

（ ６月セミナー風景 ）

（ ７月セミナー風景 ）
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（ ８月９月10月はコロナ感染拡大のため中止）
（５）第４回：11月18日（木）「 コロナ禍のZoom ,meetなどのWEB会議の開催方法及び営業活動等

の活用を考える。」（北工業会）
講　　師： Art＆Craft　ethnica　田原代表
参加企業
（９社）

： グロースサポート社労士事務所、㈱ホープデンキ、ニッパ㈱、㈱信和精工
 栄高工業㈱、AIG損害保険㈱、㈲日生自動車
 （一社）確定拠出年金アドバイザリー協会
 横浜市経済局ものづくり支援課

今後の営業活動、顧客との打ち合わせ等で必須となっていく
リモート環境を学ぶことができた。

※12月、２月、３月に予定していたセミナーは、まん延防止措置のため延期といたしました。
令和３年12月16日（木）「コロナ禍の大廃業時代を生き抜くⅡ」
令和４年２月17日（木） 「中小企業にも義務化される４月施行のパワハラ防止法について学ぶ」

→ 令和４年５月19日に延期
令和４年３月17日（木）「電子帳簿保存法の改正と対応を学ぶ」

→ 令和４年６月16日に延期

３．ＷＥＢセミナーの実施
※講師：中小企業経営コンサルタント　小池　浩二氏
北工業会ＨＰにバナーを作成
①　経営者向け：「継栄の軸足」
②　中堅管理職向け：「プレマネ」
③　一般職員向け：「基礎力アップ」の３コース
④　各コース月に３講座更新、１回あたり５～７分のセミナー
⑤　令和２年10月７日開始　現在も継続中

４．「社長の教科書」の配布：中小企業経営コンサルタント　小池　浩二氏著
小池氏のご厚意により希望者に無償配布　９社に配布

５．テクニカルショウヨコハマ2022（令和４年２月２日～４日：パシフィコ）

　コロナまん延防止措置下の中、リアル開催され入場者は約8400人と、例年の１／４でしたが、北工業
会の企業は22社が出展しました。

（ 11月セミナー風景 ）
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　出展企業にお聞きしますと、確かに入場者が少ないものの出展者同士の交流により技術的な意見交換
や新たな協力企業の協議もできたことや来場者も本気で受注先を探している企業で、例年よりむしろビ
ジネスに繋がる手応えを感じた。（㈱関東精密杉田社長）と前向きに捉えている話が聞けました。
出展企業
（22社）

： アンド化工、イチコーエンジニアリング、オースズ、加藤電機、関東精密、キョ－ワハーツ
 コーケン、コダマコーポレーション、スズミ、スリーハイ、善友印刷、相互電機、第一鉸製作所
 田島精研、中越工業、東京ダイス、ニッパ、日本スピン、ホープデンキ、ミナミ技研、山星製作所
 ロッキー化成

６．山中横浜市長に2022年度横浜市産業振興に関する要望書手交（10月26日）
　10月26日（火）横浜市長舎にて地域工業会会長も出席し、横浜市工業会連合会榎本会長から山中市
長に2022年度予算要望書を手交いたしました。

市長コメント（抜粋）
　皆さまとの連携のもと、制度融資、設備投資の助成、販路拡大の支援、こういったことに力を注
いで中小企業の皆さまに寄り添った支援とともに大きな、企業の回復する取組みを支援していき
たいと考えています。
　今後また更なる課題として、デジタル化、脱炭素化など必要な事項もございますので、このよう
なことをビジネスチャンスとして、我々としても一層中小企業の皆さまにデジタル化、脱炭素へ
向けた取り組みを広げていくようしっかり考えております。
　コロナ感染拡大防止と経済の回復が車の両輪であると考えておりますので、今後、この両輪の
バランスをしっかり保ちながら、一刻も早い横浜経済の回復に向けて我々一同取り組んで参りた
いと思います。本日はこのような機会を設けていただいて皆さんとお会いできて市長としても嬉
しく思います。

（ 山中横浜市市長との集合写真 ）
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７．コロナワクチン接種の機会提供
　神奈川工業会の協力を得て、会員企業にワクチン世接種の機会提供を８月と９月の２回行いました。

①　 ９月13日（１回目接種９月19日、２回目接種10月17日）
 60人の従業員の方が接種

②　10月16日（２回目の接種者のみ）　３名

８．受発注マッチング情報提供
　精密加工、プラスチック加工、ステンレス加工、ねじ製造、溶接等の受注企業の問い合わせに11件に対
応しました。
　令和４年度には新聞社と連携して、受発注機会の提供を検討していきます。

９．ホームページによる北工会員企業のPR及び事業情報の提供
　会員企業に異動があった月にHPを更新し、対外的に北工業会の活動、会員名簿を公開しています。

10．その他情報提供等
８月：①　小池コンサルタント著作「社長の教科書」無料配布（９人希望）
  ②　国家技能検定試験の受験料助成
  ③　神奈川県労働局「最低賃金引上げ助成金」
  ④　神奈川産業振興センター「受発注商談会2021の募集]
  ⑤　男女共同参画センター「女性のためのキャリアデザインセミナー」
９月：横浜市水道局オフィシャルウォーター「はまっ子どうし」50％ Off販売
10月：横浜北労働監督署「労働災害防止アンケート」
１月：男女共同参画推進協会「気づきを組織の力に」オンラインセミナー
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◆『令和3年役員会』
６月７日（月）11：30 ～
まん延防止等重点措置が発令されている中、ソシア21の会議室にて役員会を開催致しました。
若手会として、コロナ禍でどのような活動が出来るかを議論し活発な意見交換をする有意義な場となり
ました。
会議後はソーシャルディスタンス、マスク会食を徹底し昼食をとり役員の近況を話し合いました。

◆『ZOOMによる第37回　通常総会』
６月25日（金）17：30 ～ 18：30
初めての試みとしてZOOMによる通常総会を実施致しました。
総会当日はまん延防止等重点措置が発令されている中、新横浜国際ホテル様の多大なるご協力を頂き、
会場入り口での検温、ソーシャルディスタンスを取るために広い会場をご用意頂き感染防止対策を徹
底し開催する事が出来ました。総会後はマスク会食を徹底しノンアルコール飲料による懇親会を致し
ました。

　2021年度はコロナの影響により若手会としての活動がまったく出来ませんでした。
若手会として、このような状況の中でどのような活動が出来るか、荻野会長を筆頭に模索しております。
コロナが収束した時のために日頃より活発に意見交換し企画運営する所存でございます。

若手会のページ
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１．令和３年度入会企業　　５社

　（１）令和３年４月～９月　入会企業　（２社）

企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年
月 紹介者

新横浜国際ホテル 港北区新横浜 3-7-8 代表取締役 田中　章生 ホテル業 R３.６ 事務局

㈲大越産業 都筑区大熊町 148 代表取締役 大越　　勲 メッキ、
表面処理治具製作 R３.８ 事務局

　（２）令和３年10月～令和４年３月　入会企業　（３社）

企　業　名 所　在　地 代表者 氏　　名 営業品目 入会年
月 紹介者

合同会社ソアリス 港北区新横浜 3-7-18
日総第 18ビル 501号 代　表 横山　理恵 英語通訳、

コミュニケーション代行 R４.３ 黒田国際特許
事務所

㈱看板市場 都筑区佐江戸町 220 代表取締役 堀田　久史 看板の企画・製作・施工 R４.３ 事務局

㈱グローバル
プロモーション 川崎市中原区木月1-9-10 代表取締役 近藤　昌宏 人材派遣業 R４.３ 第一カーボン㈱

２．令和３年度退会企業　８社
　（１）令和３年９月30日 退会企業（３社）
 ① ㈱ハーバーウェルスマネジメント（港北区新横浜）　　② 桑名商事㈱（栃木県真岡市）
 ③ ㈱山幸金属（港北区箕輪町）

　（２）令和４年３月31日 退会企業（５社）
 ① ㈱アイテック（港北区新吉田東）　　② Meiji Seikaファルマ㈱（港北区師岡町）
 ③ ㈱メタモルフォー（中区常磐町）　　④ リコーテックビジョン㈱（港北区新横浜）
 ⑤ ㈱東都冶金（港北区樽町）

３．令和４年４月１日　会員見込み数　

令和４年４月１日 会員数合計　215 社　（令和３年度比　３社減）

令和３年４月１日 会員数合計　218 社　（令和２年度年度比　７社減）

４．企業情報　（※年月事務局記載とは、事務局が知り得て名簿を変更した年月です。）

企　業　名 所　在　地 変更年月日・変更内容

フジッコ㈱横浜工場 緑区上山1-8-2 令和３年 ４月：山田 雄一郎氏　工場長就任

新羽金属工業㈱ 港北区新羽町 964-18 令和３年 ５月：奥谷 将之氏　代表取締役社長就任

日本精密発条㈱ 港北区箕輪町 2-6-52 令和３年 ５月：和田 賢一氏　代表取締役（年月事務局記載）

杉本商事㈱川崎営業所 港北区新吉田東 8-55-20 令和３年 ５月：下田 尚規氏　所長（年月事務局記載）

リコージャパン㈱
神奈川中央営業部港北営業所 都築区牛久保西 1-24-35 令和３年 ５月：飯島 明宏氏　所長（年月事務局記載）

㈱ヒートエナジーテック 港北区新羽町 964-21 令和３年10月：東京瓦斯電炉㈱から　社名変更
村田 陽一氏　代表取締役社長就任

㈱テクトレージ 港北区小机町 1521-5 令和４年 １月：住所変更

会員状況
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時代の変化に対応するために、新たな一歩を
一般社団法人　横浜北工業会

会　長  秋　本　順　生

会員の皆様におかれましては、日頃より当会の事業
運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　　
　昨年の９月に陽性者が日に日に減少しようやく平常
を取り戻せると安堵するのも束の間、１２月には従前
のウイルスよりは症状は軽いものの感染力の強い変異
株が拡大し、２月初旬にはこれまでの１日の感染者の
ピークの約４倍の１０万人を超える状態となり、まん
延防止対策の強化がされました。
　しかし現在の変異株ウイルスは症状が軽いことや
徐々に治療薬の開発やワクチン接種の効果が実証さ
れ、先行きの不安があるものの世界的な流れは経済的
な停滞よりコロナウイルスと共存する社会を受け入れ
ていく方向になっています。
　日本ではこれまで感染対策のため、出入国に厳しい
措置を取りながら国内の感染拡大を防いできましたが、
こうした国際的な考え方に「コロナ鎖国」と揶揄され
海外企業の日本進出の減少及び留学生や外国人労働者
離れが起こっており経済や人材不足の観点からもコロ
ナとの向き合い方の節目を迎えています。
　難しい判断にはなりますが、日本も単純に感染対策
だけではなく、経済及び人材や労働力確保の面を考え
ていかなければ世界から取り残されるのかもしれない
と思います。
　また、コロナに世界が翻弄されたこの２年は、在宅
勤務、リモート会議は生活スタイルや働き方の多様性
を生み出しばかりでなく、地球的規模での環境や人権
問題などに取り組む意識を高め社会・経済が大きく変
わる契機になったと思います。

　例えば我々工業会に関係の深い自動車産業を見て
も、地球温暖化の観点から世界的に強化される排ガス
規制に対応するため、日産は内燃エンジンの開発を終
了し、電気自動車やハイブリッド車の駆動装置にシフ
トすることを発表しました。
　さらに AI を活用した自動運転や自ら考えて作動す
る家電製品など従来の単に便利なものから人間の動作
限界を考慮した夢のような製品へと進化し、部品や製
品づくりも構造的に変化していくことが目前に迫って
いることを感じます。
　このような状況下で、会員企業の声を聴きますと、
総じては将来の不安がありますが、こうした時だから
こそ企業仲間との事業に関する情報交換や開発・生産
に協力連携することが大切になると、多くの企業が感
じているように思います。
　北工業会としても、従来のセミナー開催や HP によ
る対外 PR の継続に加え、受発注機会の創出やマッチ
ングなどの事業拡大に会員各位と共に役員一同新たな
挑戦をしてまいる所存ですので、今後とも皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いいたしまして、ごあいさ
つとさせていただきます。
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